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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

こ
ん
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議
案
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審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

Ｑ
２
月
14
日
・
15
日

の
大
雪
は
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の

だ
っ
た
。
町
内
の
被
害
の

状
況
は
。

〈
町
長
〉　

３
月
11
日
現
在
、

住
家
の
破
損
７
０
６
件
、

非
住
家(
車
庫・カ
ー
ポ
ー

ト
等)
の
破
損
６
４
１
件
、

農
業
用
施
設(
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
、
畜
舎
等)
の
倒

壊
な
ど
91
件
、
負
傷
者
１

名
で
あ
る
。

Ｑ
被
災
者
に
対
す
る

支
援
対
策
は
。

〈
町
長
〉　

住
家
は
、
修
復

工
事
費
の
30
％
で
上
限

20
万
円
の
補
助
金
を
支
給

す
る
。
ま
た
、
非
住
家
の

損
壊
に
対
し
て
２
万
円
、

農
業
用
施
設
は
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
対
し

て
５
万
円
の
見
舞
金
を
支

給
す
る
。

Ｑ
地
域
と
連
携
を
図

り
、
対
処
し
た
か
。

〈
町
長
〉　

具
体
的
に
は
な

か
っ
た
。
地
域
住
民
の
積

極
的
な
雪
か
き
に
よ
り
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
役

割
分
担
を
進
め
る
こ
と
が

連
携
だ
っ
た
と
考
え
る
。

Ｑ
道
路
の
除
雪
情
報

の
提
供
は
行
っ
た

の
か
。

〈
町
長
〉　

主
要
幹
線
道
路

の
除
雪
手
配
は
行
っ
た
。

当
初
、
状
況
把
握
が
で
き

ず
、「
メ
ル
た
ま
」
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
し

た
。
必
要
と
す
る
情
報
は

何
か
を
調
査
・
整
理
し
た

上
で
、
早
期
に
情
報
提
供

す
る
よ
う
努
め
る
。

Ｑ
今
後
の
防
災
訓

練
・
啓
発
活
動
の

方
法
は
。

〈
町
長
〉　

地
域
の
防
災
訓

練
・
出
前
講
座
・
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
、

引
き
続
き
自
主
防
災
組

織
の
支
援
を
行
う
。
同
時

に
平
素
の
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
最
も
大
事

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
長

中
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

形
成
さ
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

Ｑ
今
回
の
大
雪
で
は
、
除

雪
に
つ
い
て
「
町
は
何
を

や
っ
て
い
る
」
と
の
不
満
の
声

が
上
が
っ
た
が
。

〈
町
長
〉　

想
定
外
の
大
雪
で
あ

り
、
初
動
態
勢
や
情
報
発
信
の

遅
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
今
後
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
「
メ
ル
た
ま
」
で
の
情
報

提
供
を
強
化
す
る
。

Ｑ
災
害
へ
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
そ
れ
ぞ
れ

が
災
害
対
応
力
を
高
め
、
連
携

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
の
観

点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
や

反
省
点
、
改
善
点
が
浮
か
ん
だ

の
で
は
な
い
か
。

〈
町
長
〉　

建
設
業
や
水
道
組
合

に
除
雪
を
要
請
し
た
が
、
地
域

に
お
け
る
住
民
や
農
家
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
自
助
・

共
助
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発

を
強
化
し
た
い
。

Ｑ
住
宅
の
屋
根
（
雨
ど
い
・

テ
ラ
ス
・
ベ
ラ
ン
ダ
等
）

な
ど
に
も
相
当
の
被
害
が
出
て

い
る
。
ま
た
、
被
害
農
家
は
事

業
継
続
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
が
、
対
応
策
は
。

Ｑ
平
成
26
年
度
予
算

に
お
け
る
成
長
戦

略
の
要
を
伺
う
。

〈
町
長
〉　
「
子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
」「
恵
ま
れ
た
立
地
条

件
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」「
町
民
が
誇
れ
る
町

の
魅
力
づ
く
り
」
が
重

要
な
成
長
の
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ
東
毛
広
域
幹
線
道

路
周
辺
開
発
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

〈
町
長
〉　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
か
ら
の
提
言
に
よ

り
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
検

討
し
て
い
る
。
県
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
の

地
域
は
産
業
集
積
地
域

で
商
業
地
域
で
は
な
い
の

で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

変
更
が
な
い
と
実
現
は
大

変
厳
し
い
。
し
か
し
、
今

後
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

変
更
を
県
に
働
き
か
け
て

い
く
。
ま
た
、
文
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
地
区
に
は
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
２
０
０
戸
の

住
宅
を
計
画
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

を
進
め
る
。

Ｑ
景
観
に
つ
い
て
伺

う
。

〈
町
長
〉　
「
歴
史
資
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
や
「
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
な
ど
、

自
然
や
歴
史
的
景
観
の
保

全
と
活
用
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
学
校
に
設
置

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

〈
教
育
長
〉　

現
在
学
校
に

空
き
教
室
は
な
い
。
学
校

と
分
離
し
た
管
理
や
構
造

と
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
教
育
活
動
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

〈
町
長
〉　

他
の
議
員
に
お
答
え

し
た
と
お
り
だ
が
、
国
、
県
と

共
同
し
て
し
っ
か
り
支
援
す
る
。

Ｑ
定
住
都
市
を
目
指
す
に

は
、
市
街
化
調
整
区
域

の
開
発
要
件
緩
和
策
が
必
要

だ
。

〈
町
長
〉　

当
町
で
は
、
人
口
の
７

割
が
市
街
化
調
整
区
域
に
居
住

し
て
い
る
。
住
宅
地
が
な
い
の

が
人
口
流
出
の
一
因
に
も
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
指
定

既
存
集
落
の
指
定
な
ど
の
施
策

で
緩
和
策
を
検
討
し
た
い
。

原　 秀 夫

災
害
対
策
を

　

さ
ら
に
強
化
す
べ
き
だ

 

町
地
域
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
な
ど
、

連
携
を
図
っ
て
い
く

防災には、
自助・共助・公助の連携が大切だ

町地域における住民や農家の協力体制が不可欠であった 宇 津 木 治 宣

三 友 美 惠 子

町
の
将
来
を
見
据
え
た
成
長
戦
略
を
求
む

 

町
未
来
へ
の
積
極
的
か
つ
機
動
的
な
投
資
に
よ
り

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」
を
築
き
た
い


